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第 31期 日野市立図書館協議会 令和 6年度第 4回 議事要録 

 

【日時】令和 7年 2月 21日（金） 1０:00～1２:00 

【場所】中央図書館 2階 集会室 

【出席者】 図書館協議会委員 

田代 守委員長、山口 洋副委員長、粟澤 稚富美委員、元木 千恵委員、遠藤 直幸

委員、吉岡 里美委員、畠山 秀保委員、千葉 智弘委員、馬場 章夫委員、 

【事務局】奥住 大輔館長、関戸 寿憲副館長、谷 剛毅副主幹、 

【配布資料】・図書館報「ひろば」11月号・12月号・1月号・2月号 

        ・第４次日野市子ども読書活動推進計画について 

        ・日野市役所本庁舎個別施設計画（該当ページ）、日野本町地区再編かわら版 

        ・多摩地域の図書館協議会の現状 

        ・日野市立図書館のサービス実績 昭和４０年度～令和５年度 

【次第・概要・意見・質問等】 

Ⅰ 開会 

Ⅱ 議題 

１ 令和６年度第３回（１０月）以降の図書館の取り組みについて……資料に沿って説明 

〈説明概要〉 

① 図書館報「ひろば」11月号 

 ・図書館集会室の抽選について 

 →半期に一度利用申し込み受付（抽選あり） 

 ・秋のおたのしみ袋（乳幼児向け）について 

 →市政図書室以外で全館実施 

 ・出水 操作品展について 

 →日野宿発見隊のイベント 

 ・移動図書館ひまわり号の実践女子大学「常盤祭」への参加について 

 →11/10(日)に出展 コロナ後、徐々にイベント等に出向く機会が増えている。 

② 図書館報「ひろば」12月号 

 ・たかはたブッククラブについて 

 →取り組みが定着してきた。引き続き、PRしていきたい。 

 ・ひの電子図書館について 

 →開始時に伸びに比べ、利用数は安定傾向。 

 →引き続き、データを見ながら分析を実施していく。 

 →基本的にはコンテンツ数に影響されると思われるので、引き続きコンテンツ数は確 

保していきたい。 

→「おみくじ」PRは非常に好評。東京新聞にも掲載。 

 ・資料展示について ～日野市で暮らした洋画家（野村 千春さん）～ 

 →巽聖歌の奥様。晩年は日野市旭が丘地区にお住まい。作品は美術館に協力いただ 

き実施した。 
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③ 図書館報「ひろば。」1月号 

 ・登録有形文化財への登録に向けて「日野市の図書館 歩みと建築」イベントについて 

 →2/1実施のイベント。定員 50名。申し込み開始後、直ぐに定員に達する。申し込み 

多数ということも踏まえ、イベントは動画として図書館 HPにリンク(YouTube)を 

掲載 

→当日の様子は、j：comにも掲載。サイトにアップされていたので、各委員に投影し 

て紹介。また、立川ビルボードという地域情報を発信しているWebメディアからも 

取材あり。 

→当日は、合計で 73名(来賓含む)の方が参加。 

→12/21にも関連イベントを実施（主催：ふるさと文化財課）。自由参加制で盛況に 

実施（74名参加）、両イベントともに大好評でした。 

→登録にあたっては、策定委員会をこれまで 4回実施。2月中の計画策定及び今年 

度中の文化庁への申請を目指して進めている。申請後から登録までは、1年以上か 

かる見通し。進捗状況については、適宜協議会にも情報提供していく予定です。 

 ・中学生と作家の交流事業について「短い物語で広がる想像と世界 田丸 雅智さん講 

演会」（報告） 

→11/4に実施。7名の中学生が企画段階から参加。当日の進行も中学生が行う。会 

場には約 40名ほどが参加しました。 

④ 図書館報「ひろば」2月号 

 ・ナクソクミュージックライブラリーの紹介（ひの電子図書館での視聴含む） 

   →ひの電子図書館を利用する方については、利便性が大きく向上しました。来館しな 

くても利用できるようになりました。 

    〈委員質問〉登録有形文化財の申請について、何故今の時期になったのか理由を教えて 

いただきたい。 

〈回答〉先ず、登録の前提条件として 50年経過していること。そして、利用者等から登 

録することにより、日野市立図書館の歴史や文化を大切にしていく一助にしていきたい 

との声がありました。そのような状況において、市内部でも気運が高まり理事者からも 

了承を得られました。タイミング的に重なったものです。 

〈委員意見〉登録にあたって、文化財としての位置づけと図書館としての位置づけとど 

ちらが強いのかをお聞きしたかった。 

〈回答〉登録に際しての事務局は、ふるさと文化財課になりますが、図書館としては、図 

書館のあゆみの中での位置づけを考えており、その過程において、鬼頭梓という著名 

な方の設計により中央図書館建築され、現在に至るものと認識しています。 

〈委員質問〉ひの電子図書館の「おみくじ」ＰＲですが、東京新聞に掲載されたとのこと。 

掲載号を教えてほしい。 

〈回答〉令和７年２月１日（土）５面に掲載されています。 

〈委員意見〉登録有形文化財について、登録されると施設に規制がかかるのでしょうか。 

また、発生した費用については、補助等はあるのですか。 

〈回答〉文化財については、登録と指定と２種類あります。登録については、大きく変化 
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がなければ、ある程度自由であると聞いています。費用については、若干の補助メ 

ニューはあるようですが、条件に当てはまるかどうかによると思われます。補助メ 

ニューに合致する内容については、財源確保の観点から積極的に活用していく予定で 

す。 

〈委員質問〉市の財産という位置づけにもなるかと思いますので、図書館の予算という 

枠に囚われず、市として予算の確保ができるようになることを願っています。 

〈委員質問〉中央図書館の今後の改修等（内観・外観等）について、市民の立場から意見 

を言える機会はあるのでしょうか。 

〈回答〉登録に向けて現在活動中の委員会については、有識者を中心に構成されていま 

す。申請にあたっては、活用計画書を作成しています。中央図書館は、建築物としてだ 

けではなく、日野市の図書館のあゆみや成り立ちも加味した内容となっています。今後 

想定される大規模改修においても、本計画の趣旨を踏まえながら、広く意見を聞き、工 

事等の内容について精査していきたいと考えています。 

〈委員質問〉登録に関しては、100％認められるのでしょうか。 

〈回答〉現時点で、市から確実に登録されるかどうかについては、明言できません。ただ、 

桑ハウスの実績もありますので、ふるさと文化財課の見解も踏まえ、未来は暗くないと 

信じています。 

２ 第４次日野市子ども読書活動推進計画について……資料に沿って説明 

 【説明概要】 

 ・第４次日野市子ども読書活動推進計画(令和 2～７年度)を改訂し、計画期間を令和９ 

年度（国の計画期間と同じ）まで延長します。 

 ・令和７年度(上半期)は、進捗調査票及びコロナ禍の状況においての計画への影響、課 

題のまとめを行うとともに、計画の現状を把握します。 

 ・同年度(下半期)は、改訂版に向けて、現計画の中で変更点が生じている内容を中心に、 

年内を目標に各課と調整を行い、令和８年度改訂版を策定します。 

    ・国の計画内容に併せ、多様な子どもたちの読書機会の確保のために、新たな部署とし 

てセーフティネットコールセンターを追加します。 

 ・改訂版に向けては、資料の表を参照し説明。 

〈委員質問〉多様な子供たちを包括する関係課というところで、セーフティネットコールセ 

ンターが入っています。多様な子供たちのイメージとしては、ヤングケアラーや貧困層で本 

が買えないとか、そういう子たちを落とさないようにという意味で理解すれば良いです 

か。 

〈回答〉そのとおりです。 

〈委員質問〉国の上位計画が抽象的な表現であるが、連携課が増えたことは、日野市とし 

てのアイディアだと思います。その上で、現在で良いので、他部署との連携等について具 

体的な状況や事例があったら教えてください。 

〈回答〉一例ではありますが、図書館では既にセーフティネットコールセンター関係の施設 

等にアウトリーチ的に図書館職員が足を運び、読み聞かせ等の実施を行っています。この 

ことは、現行計画に記載がないので、今後の計画にはきちんと定義づけしていきたいと考 
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えています。図書館としては、限られた職員数の中での連携になるので、意見交換や優先 

順位をつけた中でできることから取り組みをしていきたいと考えています。 

〈委員意見〉特に、ヤングケアラーの方々は、時間が無いことが多いので、電子書籍が非常 

に有効なのではないかと考えています。 

〈回答〉まだまだ図書館サービスの認知も十分とは言えない状況にありますので、ひの電 

子図書館も含め図書館の活動の見える化を図っていきたいと考えています。 

〈委員質問〉図書館の現場の中で、サービスをしながら見えている傾向等はあるのでしょ 

うか。 

〈回答〉計画に記載されている項目だけではなく、図書館という環境と役割の中で、状況 

に応じて改善できることは、他部署との連携の中で意見交換をしながら対応していきま 

す。 

〈委員意見〉市民と距離の近い図書館は、読書だけではないと思います。本を軸にして人 

を繋いでいく。だから社会教育施設なのだと理解しています。職員が外に出ていくことに 

より、市民ニーズを把握できることはとても良いことだと思います。一方、職員負担が大 

変になるかと思いますので、バランス良く進めていただければと思います。 

３ 日野市役所本庁舎個別施設計画、日野本町地区公共施設再編基本構想 

……資料に沿って説明 ※情報提供 

 【説明概要】 

    ・日野市役所本庁舎個別施設計画（市政図書室関連項目）についての概要説明 

    ・上記について、現在素案としてパブリックコメントを実施中 

    ・Ｐ.20に市政図書室のリニューアルが未着手事項として記載。 

     →2042年が市役所の使用期限と示されています。残り年数を鑑み、設備面を中心に 

改修を実施していきます。 

    ・日野本町地区公共施設再編基本構想・基本計画策定かわら版（Vol.1～4）について概 

要説明 

    ・令和 6年 8月から市民も交え、考え方を整理してきました。 

    ・集約拠点 1に図書館が含まれます。日野図書館を複合施設としていくことが明示され 

ています。 

    ・図書館として相性の良い施設として児童館があります。（平山・多摩平の事例含め） 

  〈委員質問〉傍聴できる会議だと思いますので、次回の会議日程を教えてください。 

  〈回答〉5月 15日（木）15時から ＠みらいく で開催予定です。 

  〈委員意見〉先駆的な図書館行政をしてきた日野市が、どのような図書館を作るのかプロセ 

スが気になります。オープンに意見を取り入れ、良い図書館を作っていただきたい。 

  〈委員意見〉市政図書室について、建物の変更がないとのことなので、スペースは広がらな 

いという理解で良いですか。また、建物の長寿命化も大切ですが、運営面での長寿命化も 

是非考えていってほしい。 

４ 令和７年度予算要望について 

 【説明概要】 

    ・令和７年度予算については、議会での審議を経ていないため、要望状況等を説明 
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    ・図書館新規事業（中央図書館受変電設備修繕・図書館及び学校図書館業務システム更 

新・中央図書館土地取得） 

    ・図書費関連経費の過年度からの推移について説明 

    ・同関連経費としては微増傾向にはあるが、物価上昇や書籍代の上昇等の影響もあるた 

め、単純に金額だけでは判断できない。実質的には、現状維持か微減程度。 

〈委員質問〉登録有形文化財に伴うイベントを令和6年度は実施していますが、令和７年 

度としてはイベント関係経費は計上されていますか 

〈回答〉当初予算としては、経常していません。 

５ 図書館協議会の傍聴について……資料に沿って説明 

 〈説明概要〉 

    ・多摩地域の図書館協議会の公開状況を調べた結果、ほとんどで公開されている状況  

    ・日野市としても検討した結果、令和７年度から公開とします。 

    ・公開に伴う例規については、現在準備中。 

    ・生涯学習部門の各種会議体の傍聴に伴う事務については、現生涯学習課が窓口となり 

一括して行う予定。 

〈委員質問〉年間の開催スケジュールは出るのですか。 

〈回答〉決まっている会議体があれば、掲載されると思います。ちなみに、図書館協議会 

では、開催月は原則例年とおりと考えていますが、会議成立条件等もあり出席確認を踏 

まえて最終的な開催日を決定しています。 

〈委員質問〉多摩地区の状況ですが、すべて集合開催での傍聴でしょうか。 

〈回答〉そのとおりです。 

〈委員質問〉各市の開催状況として、最大年９回実施している自治体がありますが、内容 

を紹介できますか。 

〈委員より参考意見〉他市で委員の経験もありますが、回数が増えると意見が活発に出 

るようになるかと思います。事務局は大変かと思いますが。また、意見を具申しても必 

ずしも予算に反映されるかは別ですけれど。 

〈委員質問〉傍聴に際し、人数制限は考えられているのでしょうか。また、周知方法とし 

て生涯学習部門での一括管理とのことでしたが、直近でも良いので図書館としても周 

知した方が良いと思います。加えて、中央図書館集会室での席配置についても、資料の 

関係もあるので、傍聴人にも机があった方が良いと思います。 

〈回答〉人数については、会議場所の関係により多少前後するかと思いますが、基本的 

に若干名を想定しています。了承しました。 

〈委員意見〉傍聴人の席について、委員の後ろではない方が良いかと思います。 

〈回答〉検討します。 

６ 次年度の蔵書点検について 

 〈説明概要〉 

 ・日野市の現状としては、月曜(平日)の休館日を利用して実施しています。（職員は週休 

日出勤し、別途振替対応） 

    ・蔵書数により、延べ 1日で終了する館と 2日で実施する館があります。 
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    ・多摩 26市の状況を確認したところ、日野市以外の自治体で別途、休館日を設けて実 

施しています。 

    ・日野市としては、日野市立図書館運営規則(昭和４０年９月１５日施行 教育委員会規則 

第４号)第３条第２項に基づき、休館日を別に定めて蔵書点検を実施していく予定です。 

    ・実施にあたっては、事前に休館日(休館内容含む)を丁寧に説明します。 

    ・休館に際し、極力閑散期での実施とします。また、同時に複数館の休館等を避け、利用 

者への負担の軽減に配慮します。 

    〈委員質問〉具体的な作業量がわかれば教えてください。 

    〈回答〉一例ですが、中央図書館では職員10～12名程度で延べ2日間(１６時間)で行っ 

ています。小規模館では１日で実施しています。厳密に言えば、中央２日間でも全ては実 

施出来ていません（地下書庫及び移動図書館を除く）。 

    〈委員意見〉図書館では、バックヤードの業務も多いため、市民に蔵書点検を通じて図書 

館業務を知ってもらうことも良い機会になるのではないでしょうか。 

【その他】 

① 情報提供 

・令和７年度 4月 13日執行日野市長選挙について 

 

    令和７年度第１回協議会日程・・・５月中旬～下旬を予定  

※４月中旬に日程調整を依頼予定 

 


